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Abstract 


Mosquito survey in the highland district of the Repubic of Tanzania, mainly in 
Mwanza region situated at south lake-side of Lake Victoria, were carried out from 
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August 1966 to February 1967. 

Over twenty seven thousand mosquitoes representing about 38 species of 9 genera 
were collected mainly by using human baited traps at nine different sites. 

Four mosquito species, Mansonia africana,. M. uniformis,Culex pipiens fatigans and C. decens, 
were in about 91 per cent of all mosquitoes obtained in the survey. 

These Mansonia species and Culex decens seemed to breed in the open-permanent 
swamps near Lake Victoria, and Culex gpipiens fatigans Was breeding in cesspools and gutters 
around dwelling houses. ' 

Dodosesia sanguinae and Eretmapodites grahami Which had not been found in Tanzania Were 
collected at Munene and Ruasina forests in Bukoba area, and Anopheline mosquitoes, 
#hough very small in number, were collected in 10 Species. 

‘The majority of mosquitoes collected were used for the isolation of arboviruses， 
however out of them only one straim CH336) was isolated from a pool of Culex decens 
collected nearby a open-permanent swamp, Mwanza. 

We wish to express our sincere thanks to all staffs of East African Institute for 


Medical Research, Mwanza for their kindness to accomplishment of our survey and to 


_staffs of East African Virus Research Institute, Entebbe, Uganda for their kind advices, 


and also to officers of Mwanza Regional Forest Office and its branches for their kind 


help to collect mosquitoes in forests. 
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アー ボウ イル ス の 分離 関連 し て 1966 年 8 月 か ら 
1967 年 2 月 迄 , 主として Tanzania 共和 国 の Victoria 
湖南 岸 に 位置 する Mwanza を 基地 と し て と の 地方 を 
下心 に 昌 の 調査 を 行なっ た . ウイ ルス 分 離 成績 に つい 


て は 別 報 ? で の べら れる の で , と と で は 主として 採集 


され た 敷 の 種類 と 発生 場所 , 吸血 活動 の 時 間 的 消長 等 
4 選 つ いて の べた い . ウイ ルス 分 離 が 主 目 的 で あ っ た の 
で , 色々 な 場所 か ら 採集 し た 雌 虹 は 同定 後 その 大 部 分 
を ウイ ルス の 分 離 に 供し た が , 一 部 の 標本 は 長崎 の 研 
究 所 へ 送り , 更に 精査 し て 同定 の 正確 を 期し た . と れ 


ml 


ら の 調査 に よ っ て Tanzania 高地 , 特に Mwanza 及 
びそ の 周辺 部 に お ける 乾期 か ら 雨 明 の 始め に か け て の 


避 の 発生 傘 と その 生態 つい て 若干 の 興味 ある 知見 を 


得る と と が で きた . 稿 を 進め る 前 に , 現地 で 調査 に 御 
協力 頂い た Mwanza の East African Institute for 
Medical Research 並び に Entebbe の East African 
Virus Research Insticute の 所 員 , Mwanza Regional 
Forest Office 及び Forest Division の 関係 所 員 ( に 感 
謝 の 意 を 表し た い . 


Mwanza 地方 の 気象 


Mwanza 地方 の 骨 に つい て の べ る 前 に , と の 地方 の 
気象 , 特に 隆 水量 に つい て の べ て お く 必 要 が あろ う . 
海抜 1000m 以 上 も ある Mwanza 地方 の 気温 , 湿度 及 
- び 降 水量 は 第 1 図 に 示す 通り で , 気温 は 毎月 の 平均 最 
・ 高 が 27?C 内 外 , 平均 最低 が 18 ?C 内外 で 比較 的 涼し い . 
雨期 と 乾期 が 区 別 さ れ , 6 月頃 か ら 10 月 頃 迄 の 乾期 に 
は 雨 が ほとんど 降 ら ず 空気 が 乾燥 し て 草原 の 草 は 枯れ , 
木々 は 葉 を 落し て 日 本 の 晩秋 を 思わ せる 風景 と な る . 


中 小河 川 の 水 は 枯れ , 直接 湖 や 大 河 に 接し て いな い 一 
時 的 湿地 帯 は は と ん ど 十 上 っ て し まう . 10 月 末 頃 に な 
る と 次 第 に 雲 が 多く な り , 雷鳴 が 次 第 に 近 ず いて 11 月 
に 入る 頃 に は 時 々 雷雨 が や っ て 来 て 草木 は 急 に みどり 
を と り も どす . 雨 は 11 月 に 入 っ て 次 第 に 多く な る が , 
1 月 頃 に は 一 旦 少な く な り , 2 月 頃 か ら 再 び 増 加 し て 
4 月 頃 ピ ー ク に 達し , その 後 は 急 に 減少 し て 乾期 に 入 
る . し か し , と の 雨期 か ら 乾 期 へ 。 ある い は 乾期 か ら 


Fig. 1. Relative Humidity, Temperature, and 
‘Rainfall at Mwanza Airport, 1966 
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雨期 へ の 移行 の 時 期 は 年 に よ っ て 幾 分 異な る . 降水 量 


も 年 に よっ て か な り 変 化す る よう で , Mwanza 飛行 場 
で の 和 観測 結果 を みて も 過去 15 年 間 の 平均 と 1966 年 の 降 
水量 と で は か な り の 差 が み ら れ る . 降水 量 は 地域 に よ 
っ て も 差 が あり , 第 2 区 | に 示す よう に Mwanza で は 40~ 
50 イ ンチ と 比較 的 少な く , Bukoba で は 70~80 イ ン 
チ と か な り 多 い . 年 間 隆 水量 の 多い と と ろ に は 閑 林 地 


帯 や 湿地 帯 が よく 発達 し , 従っ て 胃 も 多い よう で ある . 


調査 場所 と 方 法 
今回 の 調査 は 採集 し た 居 か ら の ウイ ルス 分 離 が 主 目 
的 で あ っ た が , 調査 基地 が あら か じ め Victoria 湖 の 南 
岸 に ある Mwanza と 決 まっ て いた の で 調査 の 範囲 は 
Mwanza 周 辺 に 限ら れ た . Mwanza 及び その 周辺 に お け 


る 由 の 発生 が 可能 と 思わ れる 水域 と し て は , Victoria 


湖 の 潮 岸 に み ら れ る 大 小 の 恒久 的 湿地 帯 , 洋式 住宅 の 
古く な っ た 水洗 便所 の 浄化 横 , 原 地 人 部 落 内 又は その 
近く を 流れ て いる 小さ な 河川 の 水たまり , 及び それ ら 


の 河川 が Victoria 湖 へ 流れ 込む 河口 の 川岸 附近 等 が 
みとめ られ た が , 乾期 で も 4edes 理 が 発生 し そう な 水 
域 は 発見 で き な か っ た . 従っ て 成虫 の 採集 は 最初 


_ Mwanza 及び その 周辺 で 行ない , 後半 に な っ て dedes 


湯 が 採集 で きそう な 森林 地帯 を 求め て Mwanza の 北方 
約 50 夏 の 距離 に ある Ukerewe 島 の Rubya 森林 地 淀 。 
Victoria 湖西 岸 の Bukoba に ある Ruasina 及び 
Munene 森林 地帯 へ も 調査 に で か けた . 以上 の 調査 場 
所 は 第 1 表 に 示す 9 カ所 で ある . と の うち A, B の 2 
カ所 は 共に 便所 の 浄化 槽 か ら ネ ツタ イ イエ カ CCulex 
ipiens fatigans) が 大 発生 し て いる 附近 の , 現地 人 宿 


_ 泊 の ホテ ル (A) と 清涼 飲料 水 製造 工場 従業 員 宿 直 室 


(B) で , と れ ら の 場所 で は 凡そ 週 に 2 て 3 回 , 朝 室 
内 の 璧 や 政 帳 の 内 外 に と まっ て いる 吸血 則 を 吸虫 管 と 
捕虫 網 で 採集 し た . C, D (共に 人 家 附 近 ) 及び F( 湿 
地帯 の 側 の サト ウキ ビ 畑 内 ) 地点 で は 主として 表 の 吸 
血 活動 の 時 間 的 消長 を 知る た め に , 凡そ 月 1 回 , 二 重 
四 帳 に よる 終夜 採集 を 行なっ た . EE, F, G の 3 地点 
は 何れ も 水草 だ けが 茂っ た 恒久 的 湿地 帯 の 附近 で , と 
> で は 不定 期 に , 日 没 の 約 2 時 間 後 か ら 混 地帯 に 隣接 
し た 採集 地点 に 小型 の 洪 帳 を 吊り , 胃 帳 の 1 角 を 開い 
て お き , 中 (誘引 源 と し て 採集 者 の 一 人 が 入り 敷 帳 の 
中 に 侵入 し た 肖 は 誘引 源 と な っ た 採集 者 が ,。 また 戦 帳 
の 外側 に と まっ た 軟 は 他 の 2~3 名 の 採集 者 が , 吸虫 
管 と 捕虫 網 で 採る と いう 方 法 で 1 ^ 2 時 間 採集 を 続け 
る 一 方 , 飛来 青 が 少な い 時 に は 附近 の 革 や サト ウキ ビ 
の 業 に と まっ て いる も の も 採集 し た .. H 及 び [地点 は 
共に 高い 樹木 に 被 われ た 閉鎖 的 森林 地 壮 の 内 部 で , そ 
の 一 部 が 湿地 帯 と な っ て いた 所 で ある . と ゝ で は 昼間 
活動 性 の 4edes を も 採集 する た め E て G 地 点 (に お ける 
と 同じ 小型 の 表 帳 に よる 採集 を 夜 だ け で な く , 昼 に も 
行なっ た が 第 2 表 に は それ ら の 成績 を 一 括 し て 示し た 。 
採集 し た 洪 は 二 重 戦 帳 で の も の を 除い て 全て 12cw x 
12cm x 182, 又は 20cm X20cm x 30cm の チェ リー ボイル 
張り の 運搬 籠 に 入れ , 近 距 離 の 場合 に は その ま ゝ , 境 
距離 の 場合 に は 約 5 % の 砂糖 水 を 脱脂 綿 に 含ま せ て 与 
えて か ら , 適当 に 温め ら せ た 新聞 紙 で 包み , 現に と れ 
を ビニ ー ル 布 で 包ん で 基地 の Mwanza 迄 運び , 途中 
死亡 し た も の を 除い て , COs ガ ス で 床 酔 し て 種類 を 
同定 し , その 後 だ け を 人 栖 類 別に アー ル に し て , ウイ 
ルス 分 離 に 供する た め 一 70?C に 保存 し た . 尚 , ネツ 
タイ イエ カ の 場合 に は 大 部 分 が 吸血 じ て い た の で 血液 
の 完全 消化 と ウイ ルス の 増殖 期間 と を 合わ せ て 3 て 5 
日 間 飼育 し て か ら プ ー ル に し て , 同様 に 保存 し , ウイ 
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ルス 分 離 に 供し た . 二 重 表 帳 で の 採集 は , 毎回 , 日 没 
前 の , 骨 が まだ 全く 吸血 に 来 な い 時 間 か ら 始め , 翌朝 
日 の 出 後 表 が 全く 侵入 し な く な る まで つ ゞ け , 1 時 間 
毎 に 内 部 (に 入っ て いる 慎 を 凶 く 採集 し た . その 時 同時 


Fig.2. Mean Annual Rainfall in North-west Tanzania (Average for the period 1941-1950,inches) 
From “ATLAS OF TANGANYICA, 1956? 
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(気温, 天候 , 風向 , 風速 等 の 気象 を 観測 記録 し た . 
し か し , 気象 の 影響 は あま り 顕 著 で は な か っ た の で , 
本 報 で は と れ ら の 資料 を 省略 し た . 


調 査 成 績 


1) 採集 され た 遇 の 種類 と 数 

9 地点 で 採集 され た 敷 は 第 1 表 に 示す 9 属 約 38 種 , 
- 座 25185 個 体 , 雄 2264 個体 で ある . と れ ら の うち , 
Hodagesia sanguinae Kk Eretmapodites grahami の 2 種 は 
Tanzania か ら は 始め て の 記録 で ある と 思わ れる . 採 
集 場所 別 の 種類 数 は 1 ~21 種 で , 調査 回 数 の 最も 多 か 
っ た 地点 で 21 種 と 最も 多かっ た と と は 当然 と 思わ れ 
る が , 採集 回 数 が 比較 的 少な い r 地点 で 数 種 の 4edes 
を 含む 18 種 も の 青 が 採れ た と と は 開 鎖 的 森林 地帯 が 多 
種 の 青 を 発生 きせ て いる と と を 示す も の で 和 興味 深い . 
- 各地 点 で 採れ た 主 な 種類 に つい て みる と , 恒久 的 湿地 
帯 の 近く CF, G) で は Mansonia africana と Mansonia 
zz7oyz225 が 圧倒 的 に 多い が , 市 街 地 の 屋内 (A, B) 


で は ネツ タイ イエ カ の み が 採 集 さ れ , 湖 に 近い 人 家 の 
附近 (C, G) で は と れ ら の 3 種 が 一 緒 に か な り 採 集 
され た . 恒久 的 湿地 癌 に 隣接 し た 〒 地 点 で は 上 記 2 種 
の Mansonia の 他 に Culex decens も か な り の 採集 する と 
と が で きた . と の 湿地 帯 は 300mx 600m 位 の か な り 
大 き な も の で あっ た が , と ゝ で 採集 され た Culex decens 
2662 雌 中 , 実験 に 供し た 24 プ ー ル (1515 個 体 ) 中 の 1 
プー ル か ら 了 L3536 ウ イル ス が 検出 され た . 湿地 帯 を 内 
部 に も っ た 閉鎖 的 森林 地帯 (IT) で は 調査 の 時 期 が 
まだ 帆 の 少な い 雨 期 の 始め で あ っ た に も かく ゝ わら ず 
18 種 も の 表 が 採集 され , と の 中 , Mansonia versicolor; 
Mansonia fuscopennata, Aedes sp., Aedes africanus, Ortho- 


podomyia sp., Culex ingrami 等 が 比較 的 多かっ た . 尚 E 
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Table 1 


城 , 氏 家 , "本, = 胃 , ニッ 木 


Number of Mosquifoes CDipt. Culicidae) Coliected in Tanzania, East Africa 


during from Aug,, 1966 to Feb., 1967. 


Locality* & 1 A B C D E F G 下 工 
了 & Frequency of Collection | 39 37 6 8 3 50 8 1 1 1 | 162 
Species | 
早 ( 含 ) | PCE) | REE) | PE) PCE) RG) | 早 ( 合 ) PCE) PS) | PCE) 還る | % 
1 Anopheles CAn. ) coustani Laveran 2C0 28C2 16O 46C2 48| 0.17 
2 An.CAn,) implexus (Theobald) ® 0 の 2C0) 2609 2| 0.00 
3 An. (4 な) symesi Edwards 1C0) ] 1C0) 0.00 
4 An, CCellia) domicolus Edwards 10(1 10C1) 11| 0.04 
5 An. CC.) funestus Giles 1C0) 10 Co 400) 8CO) 8| 0.03 
6 An,. CC.) gambiae Giles .160) 1(0) 1 0.0G: 
7 An. CC.) harperi Evans 1C0) 1C0) 1| 0.00 
8 An. CC.) pharoensis Theobald 18C1) 18C1) 19| 0.07 
9 An, (C.) ruarinus Edwards 1C0) : 1C0) 11 0.00 
10 An, CC.) sguamosus Theobald . 1CO)】 ICO 2(0) 2| 0.00 
11 Ficalbia (Mimomyia) sp. 1CO)| 10C1) 542) 1C0) 66C3)| 69| 0.25 
12 Ficalbia CF.) uniformis (Theobald) 1 47C0) 160) 48(0) 48| 0.17 
13 Mansonia (Cog. ) sp. 0 て 1) 0(1) 中 0.00 
14 Man.(Cog.) aurea (Edwards) 3CO) 3C0) 3| 0.01 
15 Man. CCog. ) fuscopennata (Theobald) 1(0)| 2C0) 4CO)| 88C0) 95(0) 95| 0.35 
16 Man. CCog. ) microannulata CTheobald) 0C1) 36C52) 5(0) 41C53) 94| 0.34 
17 Man. CCog. ) versicolor (Fdwards) 490C1) 490(C 491| 1.7 の 
18 Man, CMan.) africana CTheobald) 8 263)| 1290)| 4CO)| 8330C986) 506C11) 17CO)| 9012CI000)| 10012| 36. 47 
19 Man. CMan, ) uniformis CTheobald) 1(07 17C1| 374C4)| 19C3) 4155(656]| 361C23)| 43(0) 4970C687)| 5657| 20.61 
20 Uranataenia chorleyi Edwards 5277)| 12C0) 64C77)| 141 0.51 
21 Urano. shillitonis Edwards 1C0) 160)) 1 0.00 
22 Hodogesia sanguinae Theobald 23C2) 23C2) 25| 0. 09 
23 Orthopodomyia ,sp， 220(3) 220C3)| 223| 0.81 
24 Eretmapodites chrysogaster Graharn 130(0) 130C0 う | 130| 0.47 
25 Er. grahami Edwards 3C0) 3C0) 3| 0.01 
26 4z. CStegomyia) acg2 CLinnaeus) 4(0) 4C0) 4| 0.01 
27 Ae, CSE.) africanus CThoebald) 111(0) 11ICO)| 111 0.40 
- 28 Aedes CStegomyia) sp. 2C0) 2C0) 2| 0.00， 
29 Ae. CAediomorphus) sp. 402(3) 402C3) 405| 1.48 
30 4z. CNeomelaniconion)circumluteolusCTheobald) 01 11C0) 11C1D 12| 0.04 
31 Ae. CPseudarmigeres) natalensis Edwards 4C0)| 96CO) 100C0)| 100| 0. 36， 
32 Aedes spp. 10CO) 2C0) 1CO)| 27O) 40C0)| 40| 0.15 
33 Culex CC.) decens Theobald 9C2)| 2C2)| 3C09 2662C14)| 9CO) 2685C18)| 2703| 9.85 
34 Gulex CC.) ingrami Edwards - 180C36) 180C36)| 216| 0.7$ 
35 Gules CC. ) pipiens fatigans Say 2401C91| 3660206)| 158C50)| 94C11)| 14②) 2C2) 6329C362)| 6691| 24.38 
36 Culex CC. ) poicilipes CTheobald) 2CO) 2C1) 3O) 7C1)| 8| 0.03 
37 Gulex CC.3 sp. 7 54C11) 54(i19 65| 0.24 
38 Culex spp. 4Ci1 4C1) 5| 0.02 
Total _ 2402C91)| 3660C206)| 220C56] 614C19)| 50C5)| 15404C1806)| 986C35)| 51C0J1798C46)| 25185C2264)| 27449|100. 0 
No. of species 2 1 10 9 5 21 11 4 18 38 


*A Guest House, African Auction Mart, Mwanza 

EF Servants*Room, Mohamed Albai Soda Factory LTD., Mwanza 
C Near House No. 6, E. A. Tnst for Med, Res.,, Mwanza 

D Near House, Lake Road, Mwanza i 

E Kirumba Swamp, Mwanza 


Overnignt mosquito collections were carried out at C, D, and F. 


地点 は 現地 人 部 落 を 通り 抜け た 小川 が 流れ 込ん で 小 湿 

地帯 を 形成 し て お り , 附近 に 現地 人 の か な り 密 集 し た 
部 落 が あっ た の で , Culex や Mansonia が か な り 採 れる 
も の と 期待 し た が 予想 に 反し て 採集 数 は 少な か っ た . 
また , 耳 地 点 は 以前 に か な り 大 き な 閉 鎖 的 森林 地帯 で 
あっ た が , 最近 Tanzania 政府 の 手 で その 伐採 と 開拓 
が 進め られ , その 面積 が 大 中 iC にせ ば め ら れ て いて , 

- その 上 調査 時 期 が 較 の 少な い 乾 期 の 末 頃 で あっ た た め 
に , 若干 の Mansonia と 4eder 等 が 採れ た に すぎ な か 
っ た . 

東 ア フリ カ の 高地 で マラ リア の 媒介 者 と し て 主役 を 
演じ て いる の は Anogpheles gambiae と Anopheles funestus 
の 2 種 で ある と と が 知ら れ て いる が 前 者 は わずか に 8 
個体 , 後者 は 唯 1 個体 採れ た に すぎ な か っ た . また , 
黄 熱 や デン グ 熱 を 媒介 する 4edes gg も 1 へ 2 月 に 
わずか に 4 個体 採れ た に すぎ な か っ た . これら の 届 は 
雨期 の 後半 か ら 電 期 の 初期 に か け て 多発 する と と が 知 
られ て いる の で , と の 多発 時 期 の 4 ~6 月 調査 を 行 


F Mikuyuni Swamp, Mwanza 

G Masanza Swamp, Bukwimba 

HH Rubya Forest, Ukerewe Island 

I Munene and Ruasina Forest, Bukoba 


な えば 多数 採集 され る も の と 思わ れる . 

2) 融 の 取 間 吸血 活動 の 時 間 的 消長 

Mwanza 地方 に お ける 敷 の 夜間 吸血 活動 の 様子 を 
知る た め に 第 3 図 に 示す 3 地点 (C, D, 及び せ F) で 
凡そ 月 1 回 , 二 重 胃 帳 に よる 表 の 定期 調査 を 行なっ た . 
調査 は C 地 点 で 1966 年 9 月 か ら 1967 年 2 月 末 迄 の 間 に 
5 回 , D で は 1966 年 8 月 か ら 1967 年 2 月 迄 の 間 に 7 
回 , F で は 10 月 か ら 2 月 迄 の 間 に 4 回 , 夫々 実施 し た 
が , 各 場 所 で の 各回 の 調査 結果 は 概ね 類 公 し て いる の 
で , C 及 び D で は 最も 採集 数 の 多かっ た 1 回 づつ に つ 
いて , で は 5 回 の 平均 に つい て , その 吸血 活動 の 時 
間 的 消長 を 示し た の が 第 4 図 で ある . Mansonia の 2772 
と Mansonia 227o7 が 人 7 は 何れ る 日 没 を 待ち か ね た よう 
に 侵入 し 始め 急激 増加 し て 真夜 中 に 飛来 の ピー ク を 
示し , その 後 や ゝ 減少 は する が 日 出前 迄 活動 を 続け る - 
Culex pipiens fatigans は 日 没 と 同時 に 飛来 し 午後 8 時 ， 
頃 ピ ー ク 達し , 夜中 に は 一 旦 減少 する よう で ある が , . 
早朝 に も う 一 度 ピ ー ク を 示し , 日 出前 迄 侵入 が み ら れ 
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2. Culex decens は FF 地 区 で の み 多 数 採集 され , その 
首長 は , Mansonia の 場合 と 略 同じ 傾向 を 示し た . 


考 


今回 の 理 の 調査 は 乾期 の 後半 か ら 雨 期 の 初期 に か け 
て 行なわ れ , 表 が 最も 多く 発生 する 雨期 の 後半 か ら 乾 
其 の 初期 に か ける は 調べ る と と が 出来 な か っ た の と , 
調査 範囲 が Mwanza・ 及 びそ の 周辺 に 限 られ た た め に . 
今回 の 調査 結果 か ら Tanzania 高地 の 肖 全 般 に つい て 
論ずる と と は 出来 な い が , 少な く と も 乾期 か ら 証 期 
の 始め に か け て の 戦 の 発生 状況 の 一 端 は 伺い 知る と と 
が で きる . Mwanza 地区 で 最も 重要 な 敷 は 乾期 で も 発 
生 量 が 多く , 且つ 人 入 血 嗜好 性 が 強い Mansonia faricana, 
Mansonia uniformis 及び , Cg pipiens fatigans の 3 種 
で , と の うち Mansonia africana は 東 ア フ リカ で の フ ' 
ィ ラ リア 媒介 者 と し て 知 られ て いる . Culex pipiens. 
-Jatigans は 主として 洋式 住宅 の 水洗 便所 の 浄化 槽 か ら 
発生 し て いて , 現地 人 部 落 内 で は ほとん ど ご 発生 し て い 


Fig.4. The Nocturnal Actiyities of Tmportant . 
Mosquitoes Attracted to the Human Baited ・ 


Trap in Mwanza 


Near House No. 6, E.A. Inst. for Med, Res. 


10 (1 一 2，Sept '66) Cc 
C. P. fatigans 
6 NM. unilormis 
f 1 
30r 六 Near House, Lake Road 
也 各 24 一 25，Nov.，'66 
Re | まり 
20F 7 ヽ 4 ， i 
了 Sv で や 
1 9 人 nr 
「 ・ は 
| MM. africana 入 、、 
1 Res RR 
| SN Ec pp igans 一 ~ 人 一 へ < 
0 - Ca ーー ニュ ーー 
-1 人 の 1 
70 
Mikuyuni Swamp / \ 〆 \ FT 
Mean for 3times,: 1 マ 1 . 
27—28, Oct, ‘66 /7 \ MM. africana 
60 8—9, Dec.,’ 66 3nd \ 
5 一 6 , Jan,, ’67 ’ \ ム 
AAS 
Ne ， \ 
50 2 \ 
C. decens " 


Number of Mosquitoes 
63 


Pe 
・ 四 
レン M. uniformis 


0 一 | L_ 1 EL 
18 | 20 21 22 9 2 
Sun jset Sun rise 


察 


な いと と が 注目 され る . 水道 設備 が な いと れ ら の 部 落 : 
で は 水道 の ある 町 まで 出 て 自動 販売 の 水 を 買っ て 来る 
か , ある い は 湖 や 大 河 か ら 水 を 運ん で 使っ て いる の で ぞ で : 
使用 量 が 限ら れ , 汚水 が た まる と いう と と は ほとん ど 
な い . し か し , 今後 国 の 独立 に よっ て 都市 化 が 進む - 
(に つれ て 発生 水域 が ふえ , 多発 する よう に な る と と 
が 予想 され る の で 注意 し な けれ ば な ら な い . 一 方 , 

マラ リア の 主要 媒介 者 で ある Anopheles gambiae 及び 
Anopheles funestus の 2 種 有 太 び 黄 熱 媒介 者 で ある 4Aedes・ 
2%927 は 共に 萌 期 に は 極め て 少な い が 雨 期 の 後半 に 
どの 程度 増加 する か は 今後 の 調査 に また な けれ ば な ら 
な い . 向 ,Mwanza 地区 に 比べ て 降水 量 の 多い Bukoba. 
地区 の 閑 鎖 的 森林 地帯 内 で は 雨期 の 始め で も る 数 種 の 
4edes を 始め と する 多数 の 坦 が 採集 され , 雨期 の 後半 - 


142 末 永 , 宫 城 , 氏 家 , 林 , 三 舟 , ニッ 木 . 


_ か ら 乾 期 の 始め に か け て は 更に 増加 する と 思わ れる の 
で , と れ ら の 収 と 疫病 と の 関係 に つい て は 今後 更に 調 


摘 


アー ボウ イル ス の 分 離 と 関連 し て Tanzania 国 の 
Mwanza 地方 で 166 年 8 月 か ら 1967 年 2 月 まで 敷 の 調 
-- 査 を 行なっ た , 理 か ら の ウイ ルス 分 離 成績 に つい て は 


別 報 ? で の べら れる の で , 本 報 で は 採集 され た 戦 の 種 


類 と それ ら の 生態 に つい て の べ る . と の 地方 は 海抜 
1000 米 以上 の 高地 で 比較 的 涼しく, 6 月 頃 か ら 10 月 頃 
迄 の 乾期 と 11 月 頃 か ら 5 月 頃 迄 の 雨期 と に 区 別 さ れる . 

Mwanza 及び その 周辺 に お ける 理 の 発生 可能 水域 と 


し て は Victoria 湖岸 の 大 小 の 湿地 帯 , 一 部 破損 し た ・ 


十 い 水洗 便所 の 浄化 槽 , 流れ の と まっ た 小さ な 河川 の 
- 水 た まり , 及び その 河口 附近 の 岸辺 等 が ある. 成虫 の 採 
: 集 は 湿地 帯 の 附近 , 市 街 地 の 人 家内 , 森林 地帯 な ど 9 
カ所 (第 2 表 ) で 実施 し , と の 中 3 ケ所 で は 二 重 表 帳 
よる 夜間 骸 血 活動 の 時 間 的 消長 に つい て も 調べ た . 

9 地点 で 採集 され た 遇 は 9 属 約 38 種 , 雌 25185 個 
- 体 , 雄 2264 個 体 で . と の 中 , Bukoba の 森林 地帯 で 採 
- れ た Hodogesia sanguinae, Eretmapodites grahami の 2 種 
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